
 

 

 

 

 

 

豊川市国民健康保険データヘルス計画 

【計画期間：平成２７年度～平成２９年度】 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国民健康保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針の一部改正により 

国保保険者は、効果的かつ効率的な保健事業の実施を図るために、健診・医 

療情報を活用してＰＤＣＡサイクルに沿った保健事業の実施計画（データヘ 

ルス計画）を策定し、実施及び評価を行うこととされました。  

本計画は国民健康保険被保険者の健康の保持増進、生活習慣病の発症予防 

重症化予防のための保健事業を効果的に推進するために策定するものであり

健康寿命の延伸、健康格差の是正、ひいては医療費の適正化に資するもので

す。 

  

計画策定の趣旨及び背景 

概 要 版 
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●  国保被保険者の総数は減少傾向にありますが、65 歳以上の被保険者数

は増加しています。医療費の総費用額は年々増加しており、65 歳以上の

被保険者数の増加が、医療費の増加の要因であることが推測されます(図

１)。 
図１ 国保被保険者数と総費用額 

 

                        （出典：豊川市の国保） 

 

●  脳内出血、脳梗塞、腎不全、糖尿病の１人当たり費用額は愛知県平均よ

り特に高くなっており、これらの疾患への対策が重要となります。特に脳

内出血、脳梗塞という重篤な疾患の医療費が高い反面、基礎疾患である高

血圧性疾患は愛知県平均同水準であることから、疾病の重症化が進んだ

集団であることが推測されます（図２）。 

 

図２ 疾病別１人当たり費用額（平成 26年 5月診療分） 

                                                                
                         （出典：疾病分類統計表） 

32,020 31,709 30,581 29,147 

15,911 15,965 16,532 

17,245 

1,328 1,364 
1,377 

1,405 

1,280

1,300

1,320

1,340

1,360

1,380

1,400

1,420

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

総
費
用
額
（
百
万
円
）

国
保
被
保
険
者
数
（
人
）

0～64歳被保険者数 65～74歳被保険者数 総費用額

豊川市国民健康保険を取り巻く現状 

1196

454

346

394

552

788

958

1212

501

471

225

427

653

849

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

高血圧性疾患

虚血性心疾患

その他の心疾患

脳内出血

脳梗塞

腎不全

糖尿病

(円）

豊川市

愛知県

重篤な疾病の医療

費が高い



2 

 

 

●  男女共に殆どの年齢階級で愛知県平均と比較して特定健康診査の受診

率が低く、特に 60歳代以降で愛知県平均との差が拡大しています。健診

受診による生活習慣病対策を進めるためには、健診を受診する人を増や

す必要があります（図３-１、図３-２）。 

図 3-1 平成 25 年度 年齢階級別受診率（男性）  図 3-2 平成 25 年度 年齢階級別受診率（女性） 

(出典：保険年金課資料) 

    ●  特定健康診査受診者の 72.7％が HbA1cの有所見者であり、愛知県平均 

     より大幅に高い状況です。また、年齢別でみても、全ての年齢層で愛知 

     県平均より高く、豊川市国保の被保険者は若い頃から高血糖の人が多い 

特徴がみられます。そのため、若い頃からの生活習慣改善による予防対 

策が重要となります(図４、図５)。 

 

   図４ 平成 25年度 特定健康診査有所見者率 

   

                                  （出典：AICube） 
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図５ 平成 25年度 特定健康診査 年齢階級別 HbA1c有所見者割合 

                                                          （出典：AICube） 

 

●   特定健康診査受診後の未治療者率は 8.0％と愛知県平均より高くなって 

おり、健診受診後に適切な医療に結びついていないことが推測されます 

(図６)。 

 

図６ 平成 25年度 特定健康診査後の未治療者率 

                                            (出典：国保データベース) 
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●   特定健康診査受診者で「1回 30分以上の運動習慣なし」「1日 1時間 

以上の運動なし」の割合は愛知県平均より少なく、一方「週 3回以上夕 

食後に間食摂取」と回答した割合が愛知県平均より高くなっています。 

 （図７） 

図７ 平成 25年度 特定健康診査質問調査票の状況 

                       （出典：国保データベース）       

                                   

● 日常の保健活動の中における住民の声や地域の状況 
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・「昨年の健診結果を覚えていない」 

・「健診結果の見方がわからないので、みていない」 

「病院で薬をもらってい

るが、何の病気かよく

わからない」 

・果物を箱単位で購入したり、食後に果物を始めとするデザー

トをよく食べる習慣がみられる。 

・地域の集会などでお菓子の持ち寄りがよくある。 

住民の声 

日常の活動の中で職員が感じた事 

間食する割合が高い 
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 健診・医療等の情報の分析結果に基づき、介入により予防が可能で、かつ優先

度の高い健康課題を以下の３つとし、保健事業に取り組んでいきます。  

 

 

 

● 特定健診の受診率が低く、特に 60歳代以降の受診率が低いことから生活

習慣病のリスクが高い人が放置されている可能性が高い。 

 

● 特定健診受診後に受診勧奨対象となったが未治療となっている人が多く

その背景として早期治療の必要性の認識不足がある。また、脳血管疾患、

腎不全の 1人あたり費用額が高く、重症化が懸念される。 

 

● 健診結果から若年世代から血糖値が高く、その背景として食習慣の問題

が疑われる。 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

   

 

若年世代から健康意識を高め、被保険者が健診受診の必要性を認識するこ

とで、受診行動をおこし、健診結果に応じた保健行動を取ることができる。 

 

 

 

 

豊川市国民健康保険の健康課題 

健 康 課 題 

数年後に実現しているべき「改善された状態」 

目  的 




